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文
字
文
化
財
研
究
所
の
本
年
度
活
動
実
績
と
計
画

文
字
文
化
財
研
究
所
長　

丸
山　

裕
美
子

　

文
字
文
化
財
研
究
所
は
、
五
年
前
の
平
成
十
九
年
度
に
、
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
国
文
学
科
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た
研
究
所
で
す
。

平
成
二
十
一
年
度
に
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
が
発
足
す
る
と
、
日
本
文
化
学
部
附
置
の
研
究
所
と
認
め
ら
れ
、
大
学
の
五
つ
の
公
的

研
究
所
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
連
携
事
業
と
共
同
研
究
事
業
と
を
推
進
す
る
役
目
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

研
究
所
の
構
成
員
は
、
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
、
つ
ま
り
国
語
国
文
学
科
と
歴
史
文
化
学
科
の
全
教
員
で
す
。
そ
れ
に
、
そ
れ
ぞ

れ
に
す
ぐ
れ
た
研
究
業
績
を
も
つ
客
員
共
同
研
究
員
の
方
々
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
客
員
共
同
研
究
員
は
、
本
学
名

誉
教
授
の
野
崎
典
子
氏
を
は
じ
め
と
し
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
山
下
達
治
氏
、
狩
野
一
三
氏
、
熊
澤
美
弓
氏
、
鈴
木
喬
氏
、
さ
ら
に
本
年

度
は
方
国
花
氏
を
迎
え
ま
し
た
。
方
国
花
氏
は
、
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
を
満
期
退
学
し
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
P 

D
）

と
し
て
研
究
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

　

客
員
共
同
研
究
員
の
熊
澤
美
弓
氏
は
、
昨
年
度
「
白
澤
論
」
で
博
士
号
を
取
得
さ
れ
、
本
年
度
は
、
鈴
木
喬
氏
が
「
文
字
言
語
に
お
け
る

体
系
と
運
用
の
諸
問
題
―
上
代
文
字
資
料
を
中
心
に
―
」
で
、
方
国
花
氏
が
「
古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
漢
字
文
化
の
研
究
」
で
、
そ
れ
ぞ

れ
博
士
の
学
位
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。若
い
気
鋭
の
研
究
者
が
、文
字
文
化
財
研
究
所
の
活
動
を
支
え
て
く
れ
て
い
て
、頼
も
し
い
限
り
で
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
の
主
な
活
動
実
績
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
ま
ず
、
荻
野
検
校
顕
彰
会
と
の
連
携
に
よ
る
平
曲
の
普
及
・
研
究
活
動
の
一

環
と
し
て
、
今
年
も
六
月
に
平
曲
鑑
賞
会
（
第
十
九
回
）
を
行
い
ま
し
た
。
名
古
屋
市
西
文
化
小
劇
場
に
お
い
て
、
今
井
検
校
勉
氏
に
よ
る

平
曲
・
祝
言
「
桜
」、
平
曲
「
生い
け

食ず
き

」
の
演
奏
と
、
中
京
大
学
准
教
授
徳
竹
由
明
氏
に
よ
る
講
演
と
が
行
わ
れ
、
本
学
の
学
生
三
十
六
人
が

熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
日
本
で
唯
一
の
盲
人
平
曲
伝
承
者
で
あ
る
今
井
検
校
勉
氏
の
演
奏
を
、
生
で
、
し
か
も
無
料
で
聴
く
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な
機
会
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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つ
ぎ
に
、
昨
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た
高
校
教
育
の
研
修
講
座
「
県
大
講
座　

あ
ゆ
ち
」
で
す
が
、
今
年
度
は
八
月
十
三
日
に
愛
知
県
立
大

学
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
会
場
と
し
て
、
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
国
語
以
外
に
英
語
も
、
と
の
昨
年
度
い
た
だ
い
た
ご
要
望
を
受
け
、

本
学
教
職
支
援
室
の
山
本
理
絵
室
長
、
外
国
語
学
部
の
池
田
周
氏
の
協
力
を
得
て
、
今
回
は
英
語
と
国
語
と
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
県
立
惟
信
高
校
教
頭
織
部
秀
明
氏
に
よ
る
「
英
語
Ⅰ
で
四
技
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
伸
ば
す
」
と
、
県
立
碧
南
高
校
教
頭
伊
豫
田
祥
子
氏

に
よ
る
「
構
成
に
注
意
し
て
評
論
文
を
読
む
」
の
二
つ
の
講
演
を
い
た
だ
き
、
英
語
・
国
語
各
二
十
人
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。
三
月
に
も

も
う
一
回
行
う
予
定
で
す
。
現
役
の
教
員
に
よ
る
実
践
的
研
修
で
、
今
後
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
学
名
誉
教
授
尾
崎
知
光
氏
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
国
語
学
史
関
係
の
貴
重
書
の
整
理
も
、
昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
は
、

本
誌
前
号
の
「
文
献
目
録
（
一
）」
に
続
き
、
本
号
に
「
文
献
目
録
（
二
）」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
整
理
は
今
年
度
中
に
終
了
し
ま

す
が
、
続
い
て
、
本
学
初
代
学
長
の
故
高
木
市
之
助
氏
の
蔵
書
を
受
け
入
れ
る
予
定
で
す
。

　

別
に
、
本
学
図
書
館
所
蔵
の
貴
重
書
に
つ
い
て
は
、「
稀
書
の
会
」
が
、
継
続
し
て
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
成
果
は
本
誌
に
も
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
稀
書
の
会
は
、
国
語
国
文
学
科
の
小
谷
成
子
氏
、
久
冨
木
原
玲
氏
、
歴
史
文
化
学
科
の
大
塚
英
二
氏
の
指
導
の
も
と
、
本

研
究
所
客
員
研
究
員
、
大
学
院
生
、
日
本
文
化
学
部
の
学
部
生
ら
が
自
主
的
に
参
加
し
て
い
る
研
究
会
で
す
。

　

ま
た
本
年
度
は
、
愛
知
県
陶
磁
資
料
館
企
画
展
「
戦
国
の
あ
い
ち　

信
長
の
見
た
城
館
・
陶
磁
・
世
界
」
に
、
愛
知
県
立
大
学
も
協
力
し
、

歴
史
文
化
学
科
の
上
川
通
夫
氏
を
代
表
と
す
る
「
大
航
海
時
代
の
戦
国
愛
知
研
究
会
」
が
、
第
三
展
示
部
門
「
大
航
海
時
代
の
戦
国
あ
い

ち　

十
六
世
紀
前
後
の
日
欧
史
料
か
ら
」
を
担
当
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
企
画
展
と
も
関
わ
っ
て
、
本
年
度
本
学
公
開
講
座
は
「
グ
ロ
ー
バ

ル
と
ロ
ー
カ
ル
の
歴
史
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
講
師
は
国
語
国
文
学
科
の
久
冨
木
原
氏
、
歴
史
文
化
学
科
の
大
塚
氏
、
川
畑
博
昭

氏
、
井
戸
聡
氏
、
山
村
亜
希
氏
と
私
丸
山
、
他
に
外
国
語
学
部
の
梶
原
克
教
氏
、
教
育
福
祉
学
部
の
松
宮
朝
氏
も
加
わ
っ
て
く
だ
さ
り
、
参

加
者
は
八
〇
名
を
超
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
前
号
で
予
告
し
ま
し
た
よ
う
に
、
名
古
屋
市
博
物
館
と
共
催
で
、
東
海
地
方
の
文
字
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
企
画
展
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
来
年
度
冬
の
実
現
に
向
け
て
、
鋭
意
努
力
中
で
す
。
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


